
公表：令和３年　３月　１５日

事業所名　　多機能型事業所リズム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等数 　　４１　　回収数　　３４　　割合　　８２　％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ

分から
いない

無回答 ご意見
ご意見を踏まえた

対応

1
子どもの活動等のスペース
が十分に確保されているか 33 1 0

〇本人の絵描きスペースもあり満足
していると思います。

リズムの室内だけでなく、学
習室まーべる、スイミングス
クール、学童VI-VA、敷地内
の公園で活動を行っていま
す。

2
職員の配置数や専門性は適
切であるか 29 5 0

〇以前に比べて職員も増えて個別
で対応できてていいと思います。
・適切な数が分からない。
・職員の人数が分からないため。
・利用するたびに確認するわけでな
いので、分からない。

基準では、10名定員に対し児
発管1名と指導員2名の配置
となっております。リズムで
は、よりよい支援のために人
員を多く配置しています。
年度初めに書面にて職員紹
介をいたします。

3

事業所の設備等は、スロー
プや手すりの設置などバリア
フリー化の配慮が適切になさ
れているか

29 4 0 1

事業所の場所が2階であるた
め、階段に手すりを設置して
おります。歩行に支援が必要
なお子様には必ず職員が同
行し、安全に上り下りができ
るように留意しています。同
じフロアにあるデイサービス
側にエレベーターがあるの
で、そちらを利用することもあ
ります。
室内はスロープにし段差がな
いようにしています。

4

子どもと保護者のニーズや
課題が客観的に分析された
上で、放課後等デイサービス
計画*1が作成されているか

33 1 0 ・本人のペースで色んな事に参加で
きていると思います。

保護者の方のフェイスシート
や連絡ノート、担当者会議で
の話し合い、お子様との日々
の会話の中でニーズを捉え、
支援につなげられるように努
めています。

5
活動プログラム*2が固定化
しないよう工夫されているか 33 1 0

〇色々な活動プログラムがあり、子
ども達が色々な経験ができるので良
い。
〇毎回、楽しいゲームなどをやって
いるのが見られます。
・プール以外での活動が何している
かあまり分からない。

様々な活動を通して、好きな
こと得意なことが増えていけ
るようにプログラムを作成し
ています。また、色々な場
所、人、物との出会いによっ
て豊かな経験と情操を育める
ようにイベントを企画していま
す。

6

放課後児童クラブや児童館
との交流や、障がいのない
子どもと活動する機会がある
か

今年度は感染症予防のため
に実施しておりませんが、例
年では学童VI-VAとのドッチ
ビー大会や寿デイサービス
の敬老会への参加、ハロウィ
ン行列でスイミング・学童VI-
VA・寿デイサービスへ仮装し
てお菓子をもらいに行くなど
のイベントを実施していま
す。

7
支援の内容、利用者負担等
について丁寧な説明がなさ
れたか

30 3 0 1 ・今はどういった支援をしているのか
分からない。

取り組みについて便りや連絡
ノート、電話などでお知らせ
いたします。
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保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表） 

今年度は、新型コロナウイルス感染予防のため



8

日頃から子どもの状況を保
護者と伝え合い、子どもの発
達の状況や課題について共
通理解ができているか

32 2 0

〇利用の範囲の中でできている。
〇いつも連絡帳にリズムでの事を書
いてくれているので安心です。
〇利用後の今日あった出来事を分
かりやすく説明してもらっています。
〇常に連絡等ができ、職員との間も
連携もとれていて安心できる。
・保護者の時間の都合が合わなく話
すチャンスがない。

引き続き、連絡ノートや電
話、LINE、送迎時の引き継ぎ
などで情報共有ができるよう
に努めてまいります。

9
保護者に対して面談や、育
児に関する助言等の支援が
行われているか

21 12 0 1

〇利用の範囲の中で行われている。
〇何かあると電話で情報を伝えても
らい助かっています。
〇本人のできる新しい発見を伝えて
もらっています。
・保護者の時間の都合が合わなく話
すチャンスがない。

感染症予防に留意しながら、
定期的に面談の機会を設
け、保護者とリズムでお子様
について情報共有し、協力で
きるように努めます。

10

父母の会の活動の支援や、
保護者会等の開催等により
保護者同士の連携が支援さ
れているか

今年度は、感染症予防のた
め開催できませんでした。次
年度は、感染予防に留意しな
がらの開催を計画していま
す。

11

子どもや保護者からの苦情
について、対応の体制を整
備するとともに、子どもや保
護者に周知・説明し、苦情が
あった場合に迅速かつ適切
に対応しているか

28 5 0 1

〇苦情を出したことがないので分か
らないです。
〇苦情が無いため。
〇何かあったときはすぐ対応してく
れるので助かっています。

何かありましたらご気軽にご
連絡ください。

12
子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配
慮がなされているか

33 1 0

〇LINEの活用の取入れは良かっ
た。
・LINEの返信が既読のみで無い時
があるので、「確認しました！」や「Ｏ
Ｋ」はいただきたいです。質問が返っ
てこないこともありました。

LINEが上手く活用できるよう
に、確認や返信をいたしま
す。
15時～17時半は、多くのお子
様が来所し活動をしているた
め確認ができないこともあり
ます。どうぞご了承ください。

13

定期的に会報やホームペー
ジ等で、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報や業
務に関する自己評価の結果
を子どもや保護者に対して発
信しているか

32 2 0

〇確認をＨＰに関してはしてはいま
せんが、紙の広報は見ています。
〇2020年の職員紹介のアイディアは
よかったです。顔と名前が覚えやす
かったです。
・ＨＰの存在を知らない。

今後も便り等で、取り組みの
内容や情報の発信を行って
まいります。
ＨＰも是非ご覧ください。

14
個人情報に十分注意してい
るか 33 1 0

個人情報については、全て
の職員がその取扱いに留意
するようにしています。

15

緊急時対応マニュアル、防
犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアルを策定し、保護者に
周知・説明されているか

24 9 0 1

・把握していないため。
・分からないため。
・今年度はどこでも未体験の事態
だったので、次年度はもっと充分に
なっていると思います。

対応について保護者と共有
できるようマニュアルを配布
いたします。

16

非常災害の発生に備え、定
期的に避難、救出、その他
必要な訓練が行われている
か

22 12 0 ・把握していないため。
・分からないため。

地震と火事を想定した避難
訓練を年2回行っており、例
年ですとリズムのお子様も参
加していますが、今年度はコ
ロナの影響もあり職員のみ
の参加となりました。
レク活動として「防災週間」を
設定し、身を守る方法を一緒
に学びました。

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

今年度は、新型コロナウイルス感染予防のため



17
子どもは通所を楽しみにして
いるか 29 5 0

〇週１回なのでたまにしぶるけど、
帰ってくると「楽しかった」と話してく
れます。
〇口では「行きたくない～。」と言って
いますが、本心は自分の居場所だと
思って安心していると思います。
〇毎回、絵カード準備明日の予定を
いやがる事なくスムーズに貼ってい
ます。
・子どもが行ったり行かなかったり波
があるので、どちらともいえないで
す。
・時々休みたがる。

お子様一人ひとりにとって‟安
心して楽しめる場所”である
よう、これからも職員一丸と
なって取り組んでまいりま
す。

18
事業所の支援に満足してい
るか 33 1 0

〇本人の体力をいっぱい発散で
きています。
〇「楽しかった」と帰宅します。い
つもありがとうございます。

お子様にとって必要な支援と
様々な活動を提供できるよう
に取り組んでまいります。
たくさんのご意見ありがとうご
ざいました。

満
足
度



公表：令和　３年　３月　１５日 事業所名　　  多機能型事業所リズム　　　　　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ 工夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係
で適切である

リズムの室内だけでなく、学習室・スイ
ミングスクール・学童ＶＩ－ＶＡなど敷地
内の部屋を活用している。

2 職員の配置数は適切である
人員数が欠けることがないようにシフ
トを組んでいる。

3
事業所の設備等について、バリアフリー化
の配慮が適切になされている

事業所が２階にあるため、階段に手す
りを設置している。安全に上り下りが
できるよう職員が同行している。

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）に、広く職員が参画して
いる

毎日のミーティング・ふりかえり、月に
１回以上の拡大ミーティングなど職員
同士が話し合う時間を確保し、業務を
進めている。

5
保護者等向け評価表を活用する等によりア
ンケート調査を実施して保護者等の意向等
を把握し、業務改善につなげている

昨年度の評価を基に業務を改善し
た。保護者会や面談の機会を設ける
ことができず、手紙だけでは十分に周
知することが難しかった。

6
この自己評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開している

ホームページのトップにリンクを貼り、
閲覧しやすいようにしている。

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を
業務改善につなげている

連携できる外部パートナーを探した
い。

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機
会を確保している

事業所内で研修を月1～２回実施して
いる。次年度は、外部講師による研修
や部署（学童・デイサービス）との連携
交流などさらに充実したものにする。

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、
放課後等デイサービス計画を作成している

感染症予防のために直接会って話を
聞く機会を設けることが少なくなってし
まったが、書面や電話を使いアセスメ
ントを行った。

10
子どもの適応行動の状況を把握するため
に、標準化されたアセスメントツールを使用
している

標準化されたアセスメントツールを
使っているが、よりよいものはないか
と模索している。

11
活動プログラムの立案をチームで行ってい
る

週ごとに活動の責任者を決め、責任
者が中心となってアイデアを出し合っ
て決定するようにしている。

12
活動プログラムが固定化しないよう工夫して
いる

複数のプログラムを準備し、子どもた
ちが選択・決定できるようにしている。

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ
細やかに設定して支援している

感染症予防のため外出が制限されて
しまい、休日や長期休暇だからこそで
きるはずのプログラムを実施すること
ができなかった。

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて放課後等デイサービ
ス計画を作成している

個別活動は、子どもたちが選択・決定
できるようにしている。集団活動の魅
力をもっと高める必要がある。

15
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、
その日行われる支援の内容や役割分担に
ついて確認している

毎日実施している。また、打ち合わせ
内容を職員用ホワイトボードに書き残
すことで、いつでも確認できるようにし
ている。

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行い､
気付いた点等を共有している

毎日実施している。また、日報として
書き残すことで、いつでも確認できる
ようにしている。

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを
徹底し、支援の検証・改善につなげている

複数の職員が記録することで、支援
の検証・改善につながっている。

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイ
サービス計画の見直しの必要性を判断して
いる

担当者が会議に参加し、様々な意見
や思いを汲み取り、計画を作成してい
る。

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み
合わせて支援を行っている

子どもたちが選択・決定できるように
複数のプログラムを準備している。
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 放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表） 



チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ 工夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最もふ
さわしい者が参画している

担当者が会議に参加し、様々な意見
や思いを汲み取り、計画を作成してい
る。

21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等
の交換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡
調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連
絡）を適切に行っている

一部の学校からは直接行事や下校時
刻の情報をもらうことができている。し
かし、保護者を通して、送迎時間の確
認を行っている子がほとんどである。

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場
合は、子どもの主治医等と連絡体制を整え
ている

保護者を通して、情報を受け取ってい
る。

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認
定こども園、児童発達支援事業所等との間
で情報共有と相互理解に努めている

就学前に利用していた施設について、
情報共有することは、ほぼない。

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業
所から障害福祉サービス事業所等へ移行す
る場合、それまでの支援内容等の情報を提
供する等している

保護者が情報の提供を許可し、次の
事業所等が情報提供を求めてきた場
合は実施する。

25
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携し、助言や研修
を受けている

研修の機会を検討している。

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会がある

交流会を予定していたが、感染拡大
防止のため中止とした。

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加
している

機会があれば、参加したい。

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解を持っている

連絡ノートや電話などを活用し、利用
時の様子や活動内容を知らせてい
る。

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対してペアレント･トレーニング等の支
援を行っている

感染拡大防止のため、実施をしなかっ
た。

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等につ
いて丁寧な説明を行っている

書面を読み上げながら、説明を行って
いる。

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
に適切に応じ、必要な助言と支援を行ってい
る

連絡ノートや電話を活用し支援をして
いる。個人面談の機会を設け、より協
力できるようにしたい。

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等
を開催する等により、保護者同士の連携を
支援している

感染拡大防止のため、実施をしなかっ
た。

33

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適
切に対応している

子どもや保護者から訴えがあった場
合には、事実をすぐに確認し、迅速か
つ適切に対応するよう努めている。

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者
に対して発信している

毎月、便りを発行している。必要に応
じてＬＩＮＥも活用してお知らせしてい
る。

35 個人情報に十分注意している 鍵の閉まる書庫に保管している。

36
障がいのある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしている

思いを汲み取ることが出来るように、
様々な方法を用いるようにしている。

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っている

感染拡大防止のため、実施をしなかっ
た。
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チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ 工夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、職員や保護
者に周知している

策定してあるが、十分に保護者へ周
知ができていなかった。保護者用とし
て配布する予定である。

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出その他必要な訓練を行っている

年2回行っている。津波や不審者など
様々な事態を想定し、訓練を工夫した
い。

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確
保する等、適切な対応をしている

月に１回以上の拡大ミーティングを設
け、子どもとの関わりについてふりか
えりを行っている。

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて、組織的に決定し、子どもや保
護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、放課後等デイサービス計画に記載して
いる

行っていない。

42
食物アレルギーのある子どもについて、医
師の指示書に基づく対応がされている

食事やおやつなど、子どもに提供する
前に確認をしている。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共
有している

記録を残し、それを基に事例集を作成
し、共有している。

非
常
時
等
の
対
応


